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9 月・10 月の講座・イベント報告

エコライフスペシャル 
～自然がいっぱい・みどりがいっぱい 
9 月 21 日（日）・22 日（土）23 日（火・祝） 

アニメや人形、鉢物など色々なかわいい野菜たちが

エコプラザ内にあふれ、自然のパワーが全開の三日

間でした。 

21 日には文化財専門員の亀田直美さんのスペシャ

ルトーク、23 日にはラディッシュさんのお手製の

人形たちによる楽しい人形劇に大人までくぎづけ

になってしまいました。エクラアニマルの人気キャ

ラクター「キャラ丸くん」と「ドク丸くん」も連日

大活躍でした。 

子どもから大人までみどりパワーをいっぱいにも

らって大いにリフレッシュできたようです。 
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安全な水道水とは 
「すいてきくんのスィテキな冒険」 
10 月 18 日（土） 

生活から環境を考えるシリーズ第1弾。 

親子を含め、たくさんの方が参加さ 
れました。 
何種類かの水を飲み比べ、どれが自分の好みの水かを決める

「きき水体験」では、「東京の水が有名な水に負けないくらい

おいしいのにびっくり！」との声が皆さんからあがりました。

ごみを資源に～「廃棄物から資源へのパラダイム・

シフト」から学ぶ～ 

講演「ごみから資源を救い出せ！」 
ーごみゼロ社会をめざしてー 

10 月 25 日（土） 

「西東京市環境サポーターはちどりの会」と西東京市

の共催事業である講演会が行われました。 

環境総合研究所副所長の池田こみち氏を講師にむか

え、ごみを焼却するのではなく、堆肥化をはじめとし

て資源として救い出そうというカナダの試みについ

てお話を伺いました。NPO・市民・事業者が一体と

なったあらたな取り組みに参加者からは驚きの声が

上がっていました。難しくなりがちなお話を大変わか

りやすくお話し頂き、ごみ減量・資源化への意識啓発

に大きくつながりました。  

猛暑の東京 集中豪雨を解明！   
―地球温暖化と都市ヒートアイランドー

10 月 19 日（日）

生活から環境を考えるシリーズ第2弾。 

都市ヒートアイランドの第一人者、三上岳彦帝京

大学教授を講師にむかえた講演に、30余名の

方が参加されました。 
先生ご自身が今年の夏に行かれたスイスの写真を含め、豊富な

資料、データを基に進められました。 

練馬区周辺が暑いこと、集中豪雨の原因、また、高速道路を

架け替えて川を復活させたソウルの紹介もあり、1 時間 40

分はあっという間に過ぎました。 

大学の講義のような内容に、参加された方々は非常に充実し

た時間を過ごすことができました。 

リサイクル講座「着物・帯からのリフォーム」 
9 月 13 日（土）・20 日（土） 

袖を通すことのなくなった着物、母や祖母から譲り受けた帯

が立派なバッグに生まれ変わりました。 

ファスナー付けや堅い帯のミシンかけ、 

かなり難しかったようですが、苦労し 

た甲斐あって本当に素敵な作品に。 

「使うのが惜しい」との声もありまし 

たが、使わなければそれこそ「もったいない！」。 

エコプラザ西東京映写会 
11 月 1 日（土） 

幼児や小学生からお年寄りまで 

色々な世代の方に来て頂きました。 

普段なかなか観ることのできない地球環境映像祭の

受賞、入賞作品など、エコプラザならではの映像に関

心が集まりました。 
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【西東京自然をみつめる会】 

1990 年の芝久保公民館主催の環境講座の受講者を中心に 1991 年に設立されました。今年で 18 年になり、現在

会員は約 70 名です。「身近な自然に接し、知り、愛そう」を合言葉に西東京市と近隣地区を中心に活動していま

す。最近の活動をご紹介します。 

◎ みどりの散策路のコース設定、市民を案内しています。 
西東京市の緑はどうなっているのかの疑問から、全市をくまなく歩き調査した結果、緑が確実に減っていること

がわかりました（2001～2002年緑被率22.4％、2005年再調査21.7％）。しかし、まだまだ緑のある素晴らしいと

ころがあると気付き、「みどりの散策路 12 コース」を設定しました。市の NPO 企画提案事業に採用され「みどり

の散策路マップ」が作成され、みどり公園課と協働で散策路めぐりを開催しています。 

9 月 24 日には「遺跡と水のコース」をめぐり、市民 70 名ほどが参加されました。 

毎回好評をいただいています。 

◎ 親子自然観察会を毎年開催しています（公民館市民企画事業）。 
今年は8月27日に東大農場のくさはらで、「虫を見よう、描いてみよう」と昆虫専門家の指導のもと、開催しまし

た。子どもたちとその保護者総勢 40 名の参加がありました。 

◎ 公園を調査しています。 
昨年、今年と身近なみどりを企画テーマとして「公園」を調査しています。 

西東京市管理の約 200 箇所と市管理外の公園や広場、児童遊園など 

約 100 箇所の現地調査などを行っています。 

◎ 自然観察会を実施しています。 
年 1 回の泊りがけ自然観察会と年４～5回近場で自然観察会を実施しています。 

10 月９日には東久留米の竹林公園、落合川、南沢公園のコースを歩きました。 

◎ 大気汚染観測、石神井川の水質調査などを会発足以来継続して実施しています。 

「西東京 自然を見つめる会」にご興味のある方、参加したい方はぜひご連絡ください。 

連絡先： 代表 中村賢司 TEL&FAX  042-464-1157 

新規登録団体（平成 20 年 9 月 1 日から 10 月 31 日までに新たにご登録頂いた団体です） 
 キラキラ西東京（環境問題を市民として考え、多様な市民活動を進める） 
 リュース〝和〟の会（眠っている反物や古着などをリサイクル仕立直しし、着物の普及に寄与）
 アースディin 西東京（市民の催しとしての「アースデイin 西東京」開催を目的とする） 

【ボーイスカウト西東京第2団】 
ボーイスカウトの目標をご存知でしょうか？  

「青少年がその自発活動により、自らの健康を築き、社会に奉仕できる能力と人生に役立つ技能を体得し、かつ、

誠実、勇気、自信及び国際愛と人道主義を握し、実践できるよう教育すること」です。 

スカウトは、幼稚園年長の９月からおおむね大学卒業時まで活動できます。年令に応じて5隊に分かれて編成され

ています。 

活動の中心は野外活動で、キャンプやハイキングなどを通して体力の向上や技術の体得をし、自然を愛する心を

涵養します。環境を守る活動を通しながら、自然の大切さや、リサイクル、ごみ減量など身近なことから年令に応じ

た実践をしています。 

年一回スカウト全員で「カントリー大作戦」と称して市内のビン、カン、ペットボトルなどの清掃活動を行っています。

今後はエコプラザを中心に環境問題、リサイクル、ごみ減量などを考えながら地球にやさしいスカウティングの実

践に努めて行きたいと思っています。 

西東京第 2団は 1961 年 7月に発団して以来今年で 47 年を迎えました。多くの子どもたちがスカウト活動を体験し

社会人になっています。私たちは地域の子どもたちがこの組織を通じて成長して行き、良き社会人となることを信じ

て活動しています。 

スカウトのモットー 〝備えよ常に〟 

スローガン      〝日日の善行〟 を忘れずに日々活動している団体です。 

ボーイスカウト西東京第 2団委員長 鈴木久幸 TEL 042-425-4004 

登録団体のページ 

エコエコでは登録団体の活動情報などをこのページでご紹介しています。 

今回は「ボーイスカウト西東京第 2団」と「西東京自然をみつめる会」の団体紹介です。 
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西東京市内で見つけたエコな取り組み～企業の紹介～ 

ごみ収集現場から 

私はごみ猛者(>_<)です。ごみを出す時のひと工夫を伝授しましょう！ 

スーパーでよく見る野菜の詰め放題。あのテクニック、ごみ袋にも応用出来ることをご存知ですか。 
まずは、マメに分別して資源物をとにかく取り除くことです。新聞や雑誌などを古紙回収に回すのは勿論、レシート
やメモ書きも雑誌の間に挟み込んでヒモで縛れば問題なし、簡単ですよね。持ち手付の紙袋に入れて出すのもGood！
野菜の皮はなるべく剥かずに調理し、野菜くずも刻んでスープに利用。台所から出たごみは水切りを徹底します。
食品トレイなどの容器包装プラスチックはハサミで四隅に切り込みを入れると、うーんとたくさん袋に入ります。同じ
ようなサイズを重ねたり、折り畳んだりするのも効果的です。 
ただし、小袋に分けて入れると中身が外から分からなくなって、回収の際の取り残しの原因になりますのでやめま
しょう。ペットボトルも踏み付けて潰すと、かさばりません。 
いずれの場合も手や足を怪我しないようにくれぐれも気をつけてください。 
これらを実践すると、1度に出すごみの量がかなり減るはずです。ぜひお試しください。 

エコプラザ One Point Lesson 

「地球温暖化」って何？ 
大気中の温室効果ガスの濃度が高くなることにより、地

球表面の温度が上昇すること。 
温室効果ガスは地球の安定した気温維持に役立っていま

すが、化石燃料などの大量消費などによって急激に増加

すると、過剰な温室効果が発揮され地球の温度が上昇、

地球温暖化による気象や気候へ影響がもたらされます。

「温室効果」と「温室効果ガス」 
地球の大気に含まれる微量の水蒸気や二酸化炭素など

の温室効果ガスは赤外線を吸収する性質を持っていま

す。吸収された赤外線エネルギーが熱エネルギーとなり、大

気中の酸素や窒素の分子と衝突して他の分子にも広が

り大気全体が加熱されます。大気が温室のガラスと同じ

働きをして、温室と同じようなメカニズムで地球の温度を

上げるので温室効果と呼ばれています。 
温室効果ガスには二酸化炭素、メタン、一酸化炭素、フロ

ンなどがありますが､二酸化炭素の大量排出が地球温暖

化の一番の原因とされています（エコ検定公式テキストより）。

詳しくはエコプラザの環境学習コーナーでテキストをご覧く

ださい。                    

      「エコキャップ」回収Ｂｏｘ 

           エコプラザ西東京のプラザ棟１の玄関ホールに「エコ
        キャップ」の回収BOXが設置されています。 

このBOXは「チャリティーリサイクル市民の会」が設

置し、地域での回収作業と保管を担って、「エコキ

ャップ運動」の推進を図っています。一定量集まっ

たキャップは「NPO法人エコキャップ推進協会」

の契約業者に売却され、売却益は「NPO法人世界の子どもにワ

クチンを日本委員会」を通して途上国の子供たちにワクチンとし

て届けられます。「エコキャップ推進協会」はキャップの不正

流用などの監視も行っています。 

燃やせば二酸化炭素の発生につながり地球温暖化の原因にも

なるキャップですが、資源として利用すれば約 800個で子ども一

人分のポリオワクチンになります。 

8月末エコプラザにBOXが設置されて以来10月末までに集めら

れたキャップも子どもたちのワクチンに使われています。 

皆さん、ペットボトルを利用の際はキャップを捨てずにエコプラザの

BOXに入れてください。 

但し、洗ってから持って来て下さいね。 

問合せ先：チャリティーリサイクル市民の会事務局 

TEL&FAX 042-425-3749 

「エコキャップ推進協会」http://ecocap007.com/ 

「世界の子どもにワクチンを日本委員会」http://www.jcv-jp.org/

 

 

損害保険ジャパンのビルでは、1990年に地球に優しい取り組みをスタートし、ビル勤務者 

全員参加による 省エネ・省資源の取り組み「紙を大切にしよう運動」「電力を大切にしよう 

運動」を展開する  などして、1997年11月には日本の金融機関初となる環境国際 

規格「ISO14001」の認証を取得しました。 

その後、ゴミのリサイクル化にも積極的に取り組み、2002年3月にはオフィスビル初の 

ゼロエミッション事業所を宣言することができました。 

（2007年度に排出したゴミのリサイクル率は99.46%になります） 

     2006年度からは、CO2排出量削減に向けての啓発活動を行うなど 

新たな取り組みを開始しました。 
 

        また、環境保全につながる社会貢献活動として、2003年から 

近隣公園での清掃活動やペットボトルのキャップの回収など 

も行っています。 ㈱損保ジャパン情報サービス

総務グループ 

（CSR・環境事務局） 

電話：0422-56-4252
社員のボランティア組織「ちきゅうくらぶ」主催

の近隣公園の美化・清掃活動 

 

  
 

損害保険ジャパン は、 
西東京市の新町にあります。 
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エコプラザ西東京の講座・イベントのご案内 

日 時 事業・講座名 場 所
定員・対象
募集期間 内容など 

11月16日（日） 
13:00～15:00 

小学生体験型エコイベント
「太陽電池と地球環境」 

ﾌﾟﾗｻﾞ棟 2
多目的ｽﾍﾟｰｽ

小 学 校
4～6年生
定員 30 名
10/15～11/15
（先着順）

太陽パワーで動くソーラーカー・ヘリコプター・電車キッ
トが登場します。太陽電池を組み立てて実験もで
きる体験環境学習講座です。地球環境について
のクイズにも挑戦してみてください。       
（協力：京セラグループ） 

11月26日（水） 
10:00～11:30 

犬のしつけ方教室 
ﾌﾟﾗｻﾞ棟 2
多目的ｽﾍﾟｰｽ 一 般 

モデル犬でしつけ方を学びます。 
（問合せは環境保全課 042-438-4042) 

11月30日（日） 
13:00～15:00 

キッズ環境イベント 
「みどりのリサイクル 
～見てさわって木と 

友だちになろう！～」 

集合： 
文理台公園
工作： 
ﾌ゚ﾗｻ゙棟 2 
多目的ｽﾍﾟｰｽ

５ 歳 以 上

小学校３年まで
定員 30 名
11/1～11/15
（先着順）

冬間近の文理台公園で自然からのすてきなプレ
ゼントをさがしてみましょう。そのあとは、あたた
かいエコプラザで楽しい工作が待っています。 
小さなお子さまも楽しめるイベントです。 
（協力：NPOみどり環境ネットワーク） 

12 月 7 日（日） 
9:00～12:00 

りさいくる市 

ﾌﾟﾗｻﾞ棟 1
講座室 1･2
＆ﾌﾟﾗｻﾞ棟 2
多目的ｽﾍﾟｰｽ

一 般 

恒例のフリーマーケットです。 
本年度はこれが最後の開催となります。 
（問合せは 
ごみ減量推進課 042-438-4043) 

12月10日（水） 
13:00～16:00 

リサイクル講座 
「クリスマス・リースを作ろう！」

ﾌﾟﾗｻﾞ棟 2
多目的ｽﾍﾟｰｽ

定員 20 名
11/15～11/30
（先着順）

収穫後の野菜のつるや野山の自生植物などをベ
ースに、家にある身近な素材を活かしてクリスマ
ス・リースを作ります。廃食用油利用のキャンドル
作りあり。（協力：シルバー人材センター） 

お詫び m(_ _)m 
エコエコ第2号（9月10日発行）でお知らせしました「エコプラザ西東京映写会」は 11月1日より毎月の開催を
予定していましたが、都合により今後の開催は未定です。開催を楽しみにされていた皆さまにはお詫び
申し上げます。なお、エコプラザ西東京所蔵の映像は環境学習コーナーでご覧頂けます。 

緊急告知！ 

エコプラザ西東京で開催されたリサイクル講座に参加された方に大切なお知らせです！ 
「布ぞうり作り」「ネクタイの再利用」「着物・帯からのリフォーム」「リース作り」講座で作られた作品や習ったこ
とを活かして講座参加後に作られた作品の展示会を来年 1月～2月に行います（日程未定）。 
そのため、お手元の作品や講座に参加した後に作った作品を募集したいと思います。詳細は1月 10日号
の「エコエコ」やホームページに掲載します。たくさんの方々の応募・展示会参加をお待ちしています。 

※ 各講座についての詳細やお申し込み方法などは西東京市のホームページhttp://www.city.nishitokyo.lg.jp/ 
（トップページ⇒くらし⇒ごみ・リサイクル⇒エコプラザ西東京）をご覧になるか、直接お問い合わせください。 

※ 定員のある講座・イベントなどは西東京市内在住・在勤・在学の方が優先となりますのでご了承ください。 

 

交  通 
●西武池袋線保谷駅から      ●西武新宿線田無駅から 
バス吉祥寺駅・三鷹駅・田無駅行  バス保谷駅・天神山行 荒井竹下車 
保谷庁舎下車          ●西武新宿線西武柳沢駅（柳沢駅通りバス停） 

●西武池袋線保谷駅から       からバス保谷駅・天神山行荒井竹下車 
はなバス第 2ルート 保谷庁舎下車 ●西武新宿線東伏見駅から 

●西武池袋線ひばりヶ丘駅から    はなバス第 2ルート 保谷庁舎下車 
はなバス第 5ルート 保谷庁舎下車 

「エコプラザ西東京」で行われる催しをひとつご紹介します！ 

市内の色々な市民団体が一同に揃って環境の大切さをアピールし、より良い環境づくりをめざす一大 

イベント「西東京アースデイ 2008」が今年はエコプラザ西東京を使って催されます。 

日  時  ：11月 29日（土）9:30～15:30 

場  所  ：エコプラザ西東京 多目的スペース・講座室・その他 

主な催し内容：各市民団体の活動紹介・子ども工作室・丸太材木切り競争・花の寄せ植え教室・ 

地元産農産物の販売・リサイクル広場開設（お茶碗・陶器・アルミコーティングバッグ・

割り箸の回収） 

主  催  ：アースディ in 西東京実行委員会 

後  援  ：西東京市 

プチ・プレゼント（数量限定）もあります。 

その他にも色々な企画がありますのでたくさんのお越しをお待ちしています。（雨天でも開催します） 

問合せは「アースディ in 西東京実行委員会」 042-467-4108清水まで 


